
由木
ゆ ぎ

東小学校
ひがししょうがっこう

の生活
せいかつ

のきまり 
令和７年度 生活指導部 

すすんで あいさつを しよう 

校内
こうない

生活
せいかつ

 

１、窓側
まどがわ

の台
だい

には、ぜったいにのぼらない。ベランダや屋上
おくじょう

にはでない。 

２、時間
じ か ん

をまもって行動
こうどう

する。 

３、うわばき（かならず記名
き め い

する）・そとばきは区別
く べ つ

する。 

４、決
き

められた場所
ば し ょ

であそぶ。 

（１） 校舎
こうしゃ

の南側
みなみがわ

であそぶ。雨
あめ

の日
ひ

は教室
きょうしつ

で静
しず

かにあそぶ。 

（２） 遊具
ゆ う ぐ

は低学年
ていがくねん

をゆうせんする。 

（３） ボール遊びをしている場所には、鬼
おに

ごっこなどで入っていかない。 

（４） 木
き

のぼり禁止
き ん し

、モニュメントにのらない。ボールはけって遊ばない。 

 

遊
あそ

んではいけない場所
ば し ょ

 

      ○コンクリート（アスファルト）の部分
ぶ ぶ ん

（短縄
たんなわ

のみ可） 

○プールの前
まえ

   ○池
いけ

（ビオトープ）のまわり。 

○学童
がくどう

の前
まえ

、スロープや階段
かいだん

   ○朝礼
ちょうれい

台
だい

の上
うえ

やまわり 

○駐車場
ちゅうしゃじょう

や体育館
たいいくかん

の裏
うら

、校舎
こうしゃ

や学童
がくどう

の裏
うら

 

○校舎
こうしゃ

と植
う

え込
こ

みの間
あいだ

、学級
がっきゅう

の畑
はたけ

 

５、特別
とくべつ

教室
きょうしつ

には先生
せんせい

にことわってはいる。 

６、ろうかや階段
かいだん

は右側
みぎがわ

を歩
ある

く。 

７、エレベーターは勝手
か っ て

に（子ども１人
ひ と り

だけで）使用
し よ う

しない。 

８、授業
じゅぎょう

以外
い が い

では、バットをふったり、ソフトボールを投
な

げたりしない。 

９、もちものにかならず、学年
がくねん

・組
くみ

・名前
な ま え

を書
か

く。 

１０、 学校
がっこう

での生活
せいかつ

や学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものは持
も

ってこない。 

１１、 下校
げ こ う

時刻
じ こ く

を守
まも

る。 

 

 

 

いじめ防止 由木東 三カ条 

しない・させない・みのがさない 

 

 

 



校外
こうがい

生活
せいかつ

  

１、登校
とうこう

・下校
げ こ う

 

（１） 午前
ご ぜ ん

８時
じ

０５分から８時
じ

１５分
ふん

の間
あいだ

に登校
とうこう

する。 

（２） 休
やす

む時
とき

や遅
おく

れる時
とき

は、家
いえ

の人
ひと

がホーム＆
アンド

スクールで学校
がっこう

に連絡
れんらく

する。連絡帳
れんらくちょう

の

場合
ば あ い

はなるべく登校
とうこう

班
はん

の人に渡
わた

し、電話
で ん わ

での連絡
れんらく

はしない。遅
おく

れたときは正門
せいもん

か

らインターホンで声
こえ

をかける。必
かなら

ずお家
うち

の人といっしょに教室
きょうしつ

まで入
はい

る。 

（３） 決
き

められた通学路
つうがくろ

を通
とお

る。 

（４） 学校
がっこう

に入
はい

ったら、先生
せんせい

の許可
き ょ か

なく学校
がっこう

から出
で

ない。 

（５） 下校
げ こ う

のときも通学路
つうがくろ

を通
とお

る。 

（６） 下校
げ こ う

時刻後
じ こ く ご

に校舎
こうしゃ

に入
はい

るときは、正門
せいもん

から入り、先生
せんせい

や施設
し せ つ

開放員
かいほういん

さんにことわ

る。忘
わす

れ物
もの

を取
と

りにきたときは、担任
たんにん

またはほかの先生についてもらう。 

２、 そのほか 

（１） 遊
あそ

びに行
い

くときには、家
いえ

の人
ひと

に知
し

らせてから行
い

く。 

★誰
だれ

と・どこに・何
なに

をしに行
い

くのか。  

ゆうやけチャイムに合わせて ☆３月
がつ

～１０月
がつ

は５時
じ

ごろ 

☆１１月
がつ

～２月
がつ

は４時
じ

ごろには家
いえ

に入
はい

る。 

（２） 登
とう

下校中
げこうちゅう

に地震
じ し ん

などの災害
さいがい

にあったら、家庭
か て い

や学校
がっこう

で話
はな

しあったり学習
がくしゅう

したり

したことをよく思
おも

い出
だ

して行動
こうどう

する。 

（３） 危険
き け ん

な場所
ば し ょ

（川
かわ

・工事
こ う じ

現場
げ ん ば

）や、よそのうちの庭
にわ

や田畑
た は た

、ちゅう車
しゃ

場
じょう

に入
はい

らな

い。 

（４） 車
くるま

に気
き

をつけて安全
あんぜん

な生活
せいかつ

をするように心
こころ

がける。 

（５） 道路
ど う ろ

で石
いし

を投
な

げたり、けったりしない。 

（６） 早退
そうたい

や遅刻
ち こ く

の場合
ば あ い

は、保
ほ

護
ご

者
しゃ

といっしょに正門
せいもん

から出入
で は い

りする。（コアラ門
もん

とラ

イオン門
もん

は登
とう

下校時
げ こ う じ

以外
い が い

には通常
つうじょう

閉
し

まっています。） 

（７） お金を持って、子どもだけで遊びに行かない。 

（８） 放課後
ほ う か ご

こども教室
きょうしつ

はそこでの決
き

まりや先生
せんせい

の言うことを守る。 

 

「いかのおすし」を守
まも

ろう！  プラス１（ワン） 

・知
し

らない人
ひと

にはついていかない    ・知
し

らない人
ひと

の車
くるま

にのらない 

・おおごえをだす                  ・すぐにげる 

・おとなのひとにしらせる          ・すぐに１１０番する。 


